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貴校の校風、おおまかな特色について： 

 1902年（明治 35年）に開校した「新

潟県高田師範学校附属小学校」を前身

とする。数回の改称を経て、2004年（平

成 16年）の国立大学法人化に伴い、現

校名となった。2012年（平成 24年）に

創立 110周年を迎えた。 

 生活科・総合的な学習の時間を教育

課程の中核に据えて、体験を重視した

教育実践を行っている。 

 

貴校の卒業生の活躍状況について： 

  

追跡調査は行っていません。 

 卒業時に、全員が同窓会に入会する。 

 同窓会に関する資料は、同窓会事務局である当校が保管しています。 

 

 

 

貴校勤務経験者の先生方が公立学校・教育委員会などへ戻られた後の活躍状況について： 

 

 追跡調査は行っていません。 

 年に１回 10月に当校勤務経験者及び現職教員で組織する「同人会」を開催し、同人の

方々の近況や学校の現状について、情報交換を行っています。 

 当校勤務経験者は、ほとんどが教育員会の指導主事、公立小・中学校の管理職などに

なっています。また、退職後も地域の教育関係機関に勤めたり、地域のリーダー的役割

を担っていたりする方が多いです。 

 同人会に関する資料は、同人会事務局である当校が保管しています。 



魅力のある、特色のある、または、今後、公立学校へも展開できそうな先導的な取組な

どについて： 

〈当校の研究 平成 26年～平成 29年 文部科学省 研究開発学校〉 

◆研究主題：今を生き明日をつくる子どもが育つ学校 

◆新教育課程：「創造活動」「実践道徳」「実践教科活動」「集団活動」の四つの教育活動を

創設し、新教育課程のあり方を探る。 

◆研究の過程： 

 平成 26年（１年次）：副題を「『感性』を培う新教科・教育活動の創造」とし、「感性」

を大切にした四つの教育活動（「創造活動」「実践道徳」「実践教

科活動」「集団活動」）を創設しました。「創造活動」を中核とし

た教育活動を構想・展開することで、生き生きと活動に取り組

んだり、学級文化を創造したりしていく子どもの姿が見られま

した。 

 平成 27年（２年次）：副題を「『感性』のはたらきに着眼して問い直す四つの教育活動」

とし、「感性」をはたらかせながら「材」と一体化する子どもの

姿を基に、四つの教育活動を問い直しました。実践即理論、理

論即実践の研究活動を積み重ねてきたところで、四つの教育活

動の役割を見いだしました。また、子どもが「感性」をはたら

かせながら「材」と一体化する過程において、直接体験と深い

思考の連続性が明らかとなりました。そして、この一連の過程

で、「感性」をはたらかせながら引き出しはぐくまれる資質・能

力を意識する必要性を感じ始めました。 

 平成 28 年（３年次）：副題を「『感性』がはたらく教育活動の構想・展開」とし、「感

性」がはたらく教育活動の構想・展開のあり方をさぐります。

どのような教育活動が、どのような子どもの育ちをもたらすの

かをとらえ、よりよい教育活動をつくっていきます。そのため

に、様々な資質・能力の視点から、「感性」をはたらかせながら、

子どもがどのように育つかをとらえることで、これまで以上に、

子どもが出あう「材」を吟味し、よりよい活動のしかけや手立

てを講じることにつながると考えたからです。 

 平成 29年（４年次）：研究開発学校指定最終年度 

 

 当校では、子どもをより深く理解し、目の前の子どもの姿を基に「感性」がはたらく

教育活動を構想し、展開していくことで、研究主題「今を生き明日をつくる子どもが育

つ学校」を具現していきます。 

 



 

〈大学との連携〉 

◆大学との連携が大変密である。 

 特に、大学執行部（学長、副学長、事務局長等）と附属幼・小・中学校の管理職、ＰＴ

Ａ役員が一堂に会する「三附の会」が年２回開催されている。 

 



地域において、現在、貴校はどのような存在であると考えますか： 

 研究会における研究成果の発信 

①  年１回６月に研究会（２日間）を開催。毎日、県内外の教育関係者 1,200人を超え

る参会者。 

②  各教科等において授業公開を実施。近隣の公立中学校教員が参観。 

県教育委員会との連携 

①  新採用研修として、新採用者が当校の授業を参観。道徳授業について研究協議を実

施。 

②  12年目経験者研修として、当校の授業を参観。研究協議を実施。 

市町村教育委員会との連携 

① 市町村教育委員会主催の各種研修会に当校

教員が講師として参加。 

② 市町村教育委員会主催の各種研修会に当校

職員も参加。当校の研究についてＰＲ。 

 

このように、地域の中にあって、当校は先進

校として、各教科等のリーダー的存在として大

きな期待を集めています。 

 

 

附属学校の存在意識、貴校の存在意義について： 

 上記のように、当校は先進教育校として、各教科等のリーダー的そんざいとして、地

域の学校及び教育委員会から大きな期待を寄せられています。また、当校勤務経験者の

多くが各教育委員会の指導主事として、公立各学校の管理職として勤務しており、地域

の教育界のトップリーダーとして活躍しています。 

 さらに、公立小学校ではできない大

学との連携による教育研究の推進、豊

かな教育環境、充実した教育設備等に

よる先進的な取組は、地域の公立学校

や地域住民からも大きな注目を浴び

ています。 

 地域の先進教育トップ校として、当

校の存在意義は大きいものがあると

とらえています。 

 

 


